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伊豆急行株式会社（本社：静岡県伊東市、社長：川上正弘）と東京急行電鉄株式会社では、 

７月１日（木）～８月３１日（火）の期間、東急田園都市線にて、夏の伊豆観光をＰＲする列車「伊豆

のなつ号」を運行いたします。 

この「伊豆のなつ号」は、車体を伊豆急カラー（ハワイアンブルー）にした東急８５００系の車体側

面に、夏の伊豆観光をイメージしたステッカーを貼付したラッピング列車で、首都圏のお客様に、伊豆

のビーチ情報や花火大会情報など、夏の伊豆観光をＰＲすることを目的としております。 

さらに、同列車の運行に合わせ、７月３日（土）には、伊豆半島８市町（熱海市・伊東市・下田市・

東伊豆町・河津町・南伊豆町・松崎町・西伊豆町）と共同で、ミス熱海梅娘（熱海市）、伊東オレンジ

クイーン（伊東市）、ミス伊豆の踊り子（河津町）を始めとした伊豆スタッフの参加のもと、「伊豆の

なつ号」の車内および東急田園都市線「たまプラーザ駅」にて、伊豆観光プロモーションを実施いたし

ます。 

概要につきましては、下記のとおりです。  

記 

１．「伊豆のなつ号」の運行 

(１)運転期間  平成２２年７月１日（木）～８月３１日（火） 

(２)運転区間  東急田園都市線 

※相互直通運転を行っている東京メトロ半蔵門線、東武伊勢崎線内で運行する場合もございます。 

(３)運行時刻  通常のダイヤの中で運行（運行時刻は毎日変わります） 

(４)内  容  ①車体を伊豆急カラー（ハワイアンブルー）にした東急８５００系の車体側面に、 

         伊豆半島８市町の「伊豆のなつ」をイメージしたステッカーを貼付し、期間中、 

         東急線をご利用のお客様および沿線の皆様に夏の伊豆観光をＰＲいたします。 

        ②ヘッドマークを掲出いたします。 

※伊豆急カラーにした電車は、上記期間終了後も運転する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

７月１日（木）～８月３１日（火）、 

東急田園都市線に、伊豆急カラーのＰＲ列車「伊豆のなつ号」が走ります！ 

７月３日（土）には、ミス熱海梅娘・伊東オレンジクイーン・ミス伊豆の踊り子の参加のもと、 

車内および東急田園都市線「たまプラーザ駅」にて、伊豆観光プロモーションも実施します！ 

▲「伊豆のなつ号」（イメージ） 

  

ヘッドマーク 



 

 

 

２．「伊豆のなつ号」の車内・東急田園都市線「たまﾌﾟﾗｰｻﾞ駅」における伊豆観光ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの実施 

(１)実 施 日  平成２２年７月３日（土） 

(２)内  容  ミス熱海梅娘（熱海市）、伊東オレンジクイーン（伊東市）、ミス伊豆の踊り子（河

津町）をはじめとする伊豆半島８市町のスタッフが、８市町の観光ＰＲパンフレッ

トセットと“うちわ”や“伊豆急行オリジナルタオルハンカチ”を配布いたします。 

(３)配布時間  ①「伊豆のなつ号」車内（パンフレットセットとうちわを配布） 

鷺沼（１１：０６発）→中央林間（１１：２３着）※急行列車 

          中央林間（１１：２８発）→たまプラーザ（１１：５４着）※普通列車 

②東急田園都市線「たまプラーザ駅」中央改札前自由通路（パンフレットセットと

うちわ、伊豆急行オリジナルタオルハンカチを配布） 

配布時間：１３時３０分頃～ 

※「伊豆のなつ号」の車内では計９００名様、「たまプラーザ駅」では６００名様への配布を予

定しております（先着順）。 

※当日の運行ダイヤの乱れ等、不測の事由により、プロモーションが中止となる場合があります

のでご了承ください。 

 

３．観光ディスプレイの設置およびポスター類の掲出                            

（１）７月１日（木）～３０日（金）の期間、「たまプラーザ駅」構内に、“砂浜”を再現した観光 

    ＰＲディスプレイおよびポスター、パンフレット等を掲出いたします。 

（２）同期間、東急線の各駅にＢ１ポスター（夏の伊豆観光をイメージ）を掲出します（計２４０枚）。 

 

４．ＪＲ伊東線・伊豆急行線内での運行 

同期間、同様のラッピング列車を、ＪＲ伊東線・伊豆急行線においても運行いたします。 

（１）運行区間  ＪＲ熱海駅～伊豆急下田駅間 

（２）運行時刻  通常のダイヤの中で運行（運行時刻は毎日変わります） 

（３）使用車両  伊豆急８０００系（３両編成） 

         ※他の３両編成の車両を連結し、６両編成として運行する場合もございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

▲(左)ミスによる｢伊豆のなつ号｣内でのパンフレット配布と、(右)「伊豆のなつ号」の車体（昨年の様子） 


